







































図 1　東京 23 区内における都立公園の分布（番号は表１に対応）
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表 1　東京 23 区内における都立公園
No. 設置年 名称 所在地 開園面積 前身
❶ 明治6（1873） 上野恩賜公園 台東区上野公園ほか 53.85ha 社寺境内地（寛永寺）
❷ 明治6（1873） 芝公園 港区芝公園一･二･三･四丁目 12.25ha 社寺境内地（増上寺）
❸ 明治36（1903） 日比谷公園 千代田区日比谷公園 16.16ha 陸軍練兵場
❹ 昭和3（1928） 台場公園 港区台場一丁目ほか 2.99ha 陸軍品川台場（第三台場・
第六台場）
❺ 昭和5（1930） 横網町公園 墨田区横網二丁目 1.95ha 陸軍被服廠跡
❻ 昭和7（1932） 猿江恩賜公園 江東区住吉二丁目ほか 14.50ha 林野局貯木所
❼ 昭和29（1954） 戸山公園 新宿区戸山二･三丁目ほか 18.68ha 陸軍練兵場、及び都営住宅
❽ 昭和32（1957） 砧公園 世田谷区砧公園ほか 39.17ha 都営ゴルフ場
❾ 昭和32（1957） 城北中央公園 板橋区桜川一丁目ほか 26.03ha 緑地及び立教学院運動場
❿ 昭和34（1959） 石神井公園 練馬区石神井台一丁目ほか 22.37ha 緑地及び農地
⓫ 昭和36（1961） 善福寺公園 杉並区善福寺二丁目ほか 7.86ha 緑地及び農地
⓬ 昭和39（1964） 和田堀公園 杉並区大宮一･二丁目ほか 19.63ha 緑地、大宮公園から改称
⓭ 昭和39（1964） 明治公園 新宿区霞ヶ丘町ほか 5.730ha 神宮外苑及び宅地
⓮ 昭和39（1964） 駒沢オリンピック公園 世田谷区駒沢公園、目黒区東
が丘二丁目ほか
41.35ha オリンピック会場
⓯ 昭和40（1965） 水元公園 葛飾区水元公園、東金町五・八
丁目ほか
92.15ha 農地
⓰ 昭和41（1966） 東綾瀬公園 足立区東綾瀬一･二･三丁目ほか 15.89ha 農地
⓱ 昭和42（1967） 浮間公園 板橋区舟渡二丁目、北区浮間
二丁目
11.73ha 緑地
⓲ 昭和42（1967） 篠崎公園 江戸川区上篠崎一丁目ほか 30.19ha 農地




⓴ 昭和45（1970） 青山公園 港区六本木七丁目ほか 3.84ha 陸軍射撃場及び引揚者住宅地
㉑ 昭和49（1974） 赤塚公園 板橋区高島平三丁目ほか 25.41ha 農地
㉒ 昭和49（1974） 潮風公園 品川区東八潮一･二番 15.49ha 「13号地公園」から名称変
更、埋立地
㉓ 昭和50（1975） 祖師谷公園 世田谷区上祖師谷三丁目ほか 8.95ha 旧東京教育大学農場跡地
㉔ 昭和53（1978） 夢の島公園 江東区夢の島一・二丁目 43.32ha 塵芥集積場、埋立地
㉕ 昭和55（1980） 亀戸中央公園 江東区亀戸八・九丁目 10.30ha 日立製作所亀戸工場
㉖ 昭和56（1981） 舎人公園 足立区舎人公園、西伊興町ほか 61.27ha 農地
㉗ 昭和56（1981） 光が丘公園 練馬区光が丘二・四丁目ほか 60.78ha 米軍グラントハイツ
㉘ 昭和61（1986） 中川公園 足立区中川五丁目 12.06ha 日立製作所亀有工場
㉙ 昭和61（1986） 東白鬚公園 墨田区堤通二丁目 10.31ha 複数の工場、河川の埋立地
㉚ 平成元（1989） 葛西臨海公園 江戸川区臨海町六丁目 80.58ha 埋立地
㉛ 平成元（1989） 林試の森公園 目黒区下目黒五丁目ほか 12.07ha 農商務省林野整理局林業試
験場
㉜ 平成2（1990） 大泉中央公園 練馬区大泉学園町九丁目 10.30ha 米軍キャンプ朝霞
㉝ 平成4（1992） 木場公園 江東区木場四丁目ほか 23.87ha 貯木場
㉞ 平成5（1993） 尾久の原公園 荒川区東尾久七丁目ほか 6.18ha 旭電化尾久工場
㉟ 平成9（1997） 大島小松川公園 江東区大島九丁目、江戸川区
小松川一丁目
24.92ha 複数の工場
㊱ 平成14（2002） 宇喜田公園 江戸川区北葛西三丁目ほか 5.98ha 工場及び宅地
㊲ 平成18（2006） 汐入公園 荒川区南千住八丁目 12.93ha 市街地




























正 9年の（旧）都市計画法→昭和 8年の公園計画標準→昭和 31年の都市公園法となる。
2─2─1. 明治 6年 太政官布達第 16号
日本の制度上の公園整備の歴史は、先に触れた明治 6年太政官布達第 16号の公布に始


























2─3─1. 明治 6年 太政官布達 16号
































大正 13年内務省告示第 170号は、東京に隅田・浜町・錦糸の 3大公園と、52の小公園を
生み出した（その後、「震災復興公園」は全て区に移管された）。
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注
  1） 末松四郎（1981）『東京の公園通誌 上』『東京の公園通誌 下』郷学舎、日本公園百年史刊行会 編
（1978）『日本公園百年史─総論・各論─』『日本公園百年史─附表─』日本公園百年史刊行会、＜ス
マートフォンアプリ＞「東京時層地図」バージョン 1.3.0を参照した。
  2） 火除地はその性格上、近代以降の公園に通底している側面を持っていた。日本公園百年史刊行会 
（1978）『日本公園百年史─総論・各論─』pp. 20‒21
  3） 首都の都市計画を決定する東京地方委員会の会長には、当時の内務省のナンバー2である内務次官
があたることになっていた。内務次官の通達は権威があった。
  4） 民間から幕府・政府に召し上げられた土地のこと。
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